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大容量耐熱アルミニウム電線の

動向と将来
Heat Resistant Aluminum AlloYS for Bulk Capacity

Overhead Transmission Line Conductors:

States of Arts and Trends

巨C ∂山minum ∂nd hea‡resistant∂lum爪um∂lloys
havelong been used fo｢

nverheadlransmlssion】ine conductors.Recentiv′
howevel‾',tO COPe Wjlh the

dem∂nds of the∂ge Of b=-k capacitv tr∂nSmjss旧=･S=Ch asl∂｢ge｢t｢anSmissio=

cし+rrent CaPaCity a=d sm∂ller trans仙ssiml鎚S′a neW tVPe Of heat｢esist∂=t

aluminum allovs h∂S been developed,These new∂l10VSeXCe】れamongothe｢s.
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CaPaCけVtr∂nSmissionlines.

ロ 緒 言

わが【iミlの一拍近ゾ)+ニー菜,綬iJ‡の推進が抑乃二なもグ)であること

ご土偶加のとおりである｡二れにイート〕て`■に力供給休制の仰､二仁が

J九/1三急騰となっており,芥地でヲ巨`■‾かJト吐i子貨計沖iが壮んでいる･､､

二のようなすう勢.と瀬接引～きJ係をもノJて,j_壬ノtに脊E-i二の叶川Ilグ〕

必要作も 一f貨と.∴j圭りつつあり,超盲ニーナ汁王j壬`■にす立札
人?手書占二j去

.一に技術の発な卓が柱‖きれている‥
送ノiに拙のヰ体としノては従火

かご〕アルミニウムが仙jjほれているが,†かf‾i条什の多様化に

ょって柑上主のある帥々のアルミニウムナナ1モが【5H発きれ′ノ三川に

伏さズLている〔さ.とりわけ姑近のj去ノ.一に線刷アルミニウムや休･ク〕

け｢=二は,j圭一.一に拙の人芥もi二化叫qril･′りがJ∠咄きれ噂′l‾にヰりiよぴ

･;さ‡熱件のIrり卜が人き左･【言米越となってし､る.､【J〔仁一ーに線休ノ〔三さ什

ではこれノっの額づを榊たすたオHユニ純川な肘檻り三煉にJ.!壬づくト‡i-+

ヲ己湘F究を行なった粁札 60%以l-_の中′■一にヰくをもつ■:t7iやノ■に作Irlけ

熱アルミニウムナナ食および連続維附加+空が従水の耐熱アルミ

ニウムナナ1‡よl)も500c,㍍し､超耐熱ア′･しミニウム′ナ1‡をiii+発二丈

川化Lた(､

1こ封け｢ではこれJ二,の新甘i一に材料が焚ラ好きれてし､る背Jiてにつ

いて概安をi掛叫]したのち,耐熱アルミニウムナナ1モを比較対範

とLて,-1■Ji▼ウノ】に仲山熱アルミニウムでナ1ておよび超巾汀熱アルミ

ニウムナナ1モの特ノ托オjよぴ,送ノーに線の大谷韻化ク〕+拙りことご付火の刺

【rりについて角年,祝するrl

回 送電線用アルミニウム導体の発展

2.1 而寸熟アルミニウム合金

姑近の′.に力詫言安子測では`左ナノrぷ安j■l二川∩平は､､lり壬+11ヲ占にミノ

達してし-､る.､ヲ邑ノi一山叶の規校いは力1え;安の州加や効率的なエネ

ルギー一利上1-Jの見地からしだいに人きくなってきてJiり,100‾ノノー

kVA以_卜の人形充`.山叶がJ‾IJリJ【lLているLフ 火力ヲ己`■に川ノJ駕1七夕ー

ビンも総柄件の点からノヾ形化が進み,-fiり幾谷二呂二が100‾ノノkVA以

卜の超大形機も月いっれつつあるとナ)これとあい蓋って送′i‾に茶道

の叶川口もi住み,従来の数‾｢f‾‾けキロワット送7も三はさらに人容量

化され1,000ノJ‾kW送`■にいrり近になっていると､ん⊥､フれるLl二の

ためO Fケーブルも含めた500kV送ノi一に托術叫j;+了己,送ノーに拙の
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多′i#イ木†とや人サイて化ク1〕利きい1を一拍+▲支術1プ)j畦上レ･ととい二子-Iヲ己

になってきたLつ 図1は′ぷ安の規帖,送ノ.=にノ料■との+'門ノJl‥二什うノ;.り

体仙戊の変化について′+七Lたものであるしプ■

一ノ∴送ノlに?iilり汁加のた州二+土,甘一に川村のl†lfかご〕こ･土･-.年休

の耐熱′l竹■'り十.もイJ‾効なTl二貨である｡アルミニーJ′ムグ)l肘掛什〝‾)

仙卜についてはR.H.HarringtonがAl-Zr系′ナ1モの肘掛什′‾■

l対L肘＋｢･:弓･Lて山水多くグ〕仰二′先が行なわれてJ;り,わか川で

はアルミニウムに約0.1ワ/′のジ′しコニウムをi茶川1LメェJrli･けさ～7'

ルミニウムナナ1てがノノミ=化されている.-.二叫山井子｢アルミニウム

′｢ナ1モけヤノ.しこ辛が58?方で.一に1川jアルミニウム･より約3ワ訓い､か､

油紙仙川f.■‖し性は･.に1t=け′しミニウムグ)900cに対Lて150D(二ニ土

井ノ.1=二i小1その純米,耐熱7ルミニウム′ト1てでは′lに1川Jフ

ルミニ｢ラムに対してノ.にi克己‡fj-呈:が約50ワ川･川】した(.…け熱7′しミ

ニウムrナ1て し以‾‾ドTAlと略す)は子■川J送`■に二拝;†-しC′‾)叶川11､川仙

収柑惟などの北拙か⊥､ノ比.没`‖いIJノろこ線のリ1三拝えに多く了1い1Jされ

たL+【/かL,外様縮小に什うJ即_1三村巾の減少,紙上㌢‡f=川心プJ

減少による維析什,2l‖i線′い-トでのIJ付加fにム=ナる班1モ川

線のj地nイ.;fに対する能ノJろ､､どの∴■､】二かごJもイ川Jであり､批;之維

と Lての1/】;戟も多い.

図2は,姑近に才バーナる超.1■J汁t三j壬′一に線の仙川ノ■に維の抑柁を′+‾こ

Lたものである.一 朗心7′しミニウムより疎 け1‾卜AC S R二二

略す)の仲川古土は､椚抑43fトと】l朋1149丁トヒではふ去りノ仁がキ

いが,恥L､l耐熱7′しミニウムナナ1‡より維(以卜TACS
Rヒ

略す)では約10什ナに叶川1Lているご･

2.2 高導電性耐熱アルミニウム合金

TAIcフつゃ′心辛くが.一に1川Jアルミニウムと+七蛇Lて約3‰ノ帆い

というり(ノさこは､j近′.に拙の人不言占二化や1主副哨柾化が准むに/‾ノれ

1一に力す呈けこの+‾-.-川口とLて無視できないものになってくる(･TAl

のや一心辛くをi｢り卜させること`.土,_卜述のように一心ノJ川-ソニタi†･ik少

させるという妃,他か⊥丁〕1Ilタ1ミのことであるが,二れはトり≠1:にj追

ノ.に線の人谷造化プ〕ための人サイズー;.ヰ休越川巾iか/ノむきわめて

イ‾r二去.tなことでJi,る､こ,す乙･わち.接続l二与しの此山が進ふ`■山‾ルじ

あるいはエンジンノじの仙r‾仁｢i湖盲_1∵与いこよノ_)て,1,000mm2以卜

*L_トニ仁`.に緑木lりじ三千什研`た-叶 **ll､｢′二′■に拙休J〔≦†什Il】+=二J‾㍑
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需要の規模(万kW)

図l需要の規模と主幹緑送電容量および傍用電線(東京電力株式

会社) 送電容量の増加とともに送電線は大サイズ化L,導体も耐熱アルミ

ニウム系統が使用される｡

Fig.1 Scale of E!ectric Power Demand vs Transmission Ca-

PaClty,Conducto｢Kind and Size

のj去′･‾に練叫妾紙が‾‖川巨になり,人サイズー;子細くグ)り三川化が進鵬

Lた｡また中一体サイズを人きくLて4や休を2ヰ休に,2や

作こを-iiトーキ休にすることができれば与■上線_L二･itが簡略化され,_‾t‾二

小汚の帆減が叶能になる⊂つ この符,_‾1二小母以外にj封一にす∫けこ,

送′,に綿グ)鉄塔たわみをぢ‾促した紙f糾苛二前の7一号による鉄塔門別

などの総柁守宮を.汁算すると,従来の導1珪率58%のTAlを仙絹

Lた場ナナには､人サイズ化の効果はあまりなく,より･営一に率

のtllし､TAlをイ小‡jLて,はじめて人サイズ化の効果が現われ

てくる｡)従火の送ノi`に線の標準設計で154kV,50‾ノブkW送ノ心二他

才一Hされる610mm22一;導体AC S Rをヰ電率60%根TAlおよぴA

CSRにすると1,160mm2上iiヰ休となり,ロス込みでト経費が4

%,J建設費が8%巾もi域できる計算である㌘ノ

日立電線株⊥(会社ではAトZr系介1‡を含む数多くのナナ余系

および′ト令の製造法などの基礎研究に某づいて,従来のTAl

と何等のJ耐熱性をもつ導電率60%以卜の蹄導屯性l耐熱アルミ

ニウム介余(以下CTAlと略す)を開発し各需要家に納入して

いる｡

将来の電力需要の増加,クリーンエネルギーとしての水力

発電の再認識から送う首線の大谷量化および土壬距離化は今後ま

すます進んで行くものとみられる｡したがって,鋼心高導電

性耐熱アルミ合食より練(以下CTACSRと略す)は,従来の

TAlに代わって広く使川される傾向に向かうものと思われる｡

2･3 超耐熱アルミニウム合金(UTAり

最近ではTAlの用途の多様化が見られ､噂1一己率よI)耐熱惟
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図2 わが国の超高圧送電線(18了､500kV)の使用電線

使用比率は減少Lつつあり,TACSRの使用比率は年々増加Lている｡

ACSRの

Fi9･2 Co=d=CtOrS for EHV Transmissio=+inesi=+apa=

のほうが,巾安になるような柑殊朋途も′仁じている｡たとえ

ば,自称宰の変勤が激しく乍湘ご帥りのピーク時のみ高負荷がか

けられる楊ナナ,鮎力はあまりかからず如距離で大ノi二に流を流す

揚でナなどであるし､二のような柑ノ性をもつ一;洋休叫;㌻+先のため,

[卜ウニノi荘緑木lこ1一〔会什ではCTAll耶邑と併行し,耐熱作向_卜に1;とJ

する研究を行ち･ったこ その純米,政和頬の超耐熱アルミニウ

ムナナ令(以‾卜UTAlと略す)をl;臼ヲ己Lた〔,

二れらはAl-Zr系でナ1モを1.!壬礎にLて,節3ノ亡素の徴二抗添加

および蕃山エーT札ミの改良によって糊ヲ己きれたものであり,琳に

率および耐熱作にそれぞれ特色をもつUTAlであるr)その代

表的なものにはや1‾E辛かほぼ従来品並みで連続性川許容fふL煙

が2000cで,1‾‾に流客員が従水のTAlより約25%榊加する所期rI勺

なUTAlがある｢.耐熱件以外の謂斗引牛および什械品に対する

熱吊き響などを総で㌣的に検討した結果,ニのUTAlは十分な実

川惟能をもつことが判明L,実路線での試験を実施し,その

効果を実証するf到掛二幸った㌘!ニの導体では,電流谷蛋の増

加とともにTAlを他用Lた傾ヰ休の構成をさらに簡略化する

ことができ,サイズの縮′トも場†ナによっては可能である｡610

mm2耐熱ACSR2導体の構成を1,160mm2鋼心超耐熱アルミよ

り線(以下UTACSRと略す)中や体とするのがその一一例であ

る｡二の椎の導体はエネルギー利川の効率化のために今後印

加Lつつある指水発電所や,ちじ設工事の州稚な山括部の送屯

ル+卜,ないLは負荷ヰくの′トさい送`在線などにその桔士壬を発

揮することができる,.つ
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表l各種TAl緑の一舟劉生能(4.2mm¢) 導電率以外の一脚生能はい

ずれも同じである｡

Tablel GeneralProperties o†Heat Resista=t A山m山=m Al10y

Wires(4.2mm¢)

項 目 L HAl TAI CTA UTAl

引 張 強 さ(kg.ノノmm2)

伸 び(%)

導 電 率(矧ACS)

ねじり回数(回,100d)

くり返L曲げ(回,8mmR)

熱膨脹係数(Ocl)

電気抵抗三見度係数(Oc‾1)

融 点(Oc)

比 熱(cal′/g.UC)

比 重

】7.9

3.7

62,3

59

23

z3.2×川代

4.0×10‾3

660

0.22

2.7

18.2

3.6

59.0

57

20

23.2×川f;

4.0,く10･1

660

0.Z2

Z,7

18.1

3.6

60,4

57

21

23,2)=0-う

4,0〉く10､1

660

0,22

2.7

18.1

3,了

58.1

55

22

23.2×10■i

4.0×10‾:う

660

0.Z2

2.了

8 CTAl結およびUTAl線の諸年寺性

3.1素線性能

3.1.l一般性能

表1は一正与毛用硬アルミニウム(以下HAlと略す),TAl,

CTAlおよびUTAl各_王i絹泉の--▲蝦什能である｡これらので十分線

は甘定率がそれぞれ異なり,CTAlはTAlより高く噂電車60%

以上で,UTAlはTAlよりやや低くなっている｡その他の件能

にはほとんど差かない｡

3.1.2 耐熱 一性

図3は,HAl,TAl,CTAlおよぴUTAlの等時軟化Il一日線で

ある｡CTAlはTAlとlポ弓子の耐熱件をホLており,UTAlはTAl

√よ
り もさノブにrttい､月仙熱作をもっている｡

図4は180ロcぉよび2300cでの十方三才去.l,軟化1Hl線をホすものであ

る｢,より,1■J川..しの2300cではUTAlのl耐熱性の一っ引立性が｢】月J〕かに

なり,2300cxl,000柑川加熱綾のリl舶強きの低下は7%に過

ぎない

表2は御仁TAl線グ)仙J川1加熱J∫しl削夷の引ゴ王立強さ桟作率を

収りまとめたものである｡

図5は1500cでのクり一プ.;+朋純一i米である.｡HAlと比較L

てTAl系のクリ--プ言丘はかなり′トさいが,なかでもUTAlの

クリ一7G_ざi汁土′トさい｡

3.1.3 而寸食 一性

図6は,HAl,TAl,CTAlおよぴUTAIc7)塩水噴瀬.盲∫柑奏純

米Jjよび小硫酸オ■スふじ験約束である.｡芥.言Jじ料ともドポ寺の月柑良

作をもっている｡､

3.2 より繰の性能

3.2.1 より線の構造と性能

3.1で述べたように,終椛TAl線の′f;川.1てグ)機械〔州当瀧は

′i一に1tf-H碓アルミニウム練とr‾liJ笥二であー),せ,は率だけが多少の

たがある｡したがって芥柿TAl線を仙川LたACSRグ〕標畔【汀】

の梢追および件能を枇りまとめると表3のようになる√.

3.2.2 より線の耐熱性

410mm2CTACSRを1808cで1,000柑!りj_かに加熱緒のノー=に1t抵

抗および引弓に荷前の変化は表4に示すとおりである｡J叶件能

とも加熱による劣化はほとんど見られない.｡なお,TACSR

の耐熱惟もこれと同等以卜である:7■
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図3 各種TAl線の等時車欠化曲線(4.2mm¢)

耐熱性がありUTAlはさらに耐熱性が高い｡

400

CTA】はTA【と同等の

Fjg･3lsochro=alSofte=i=gCurvesof Heat Resista=t A山minし+m

Alloy Wi｢es

表2 各種TAl線の短時間加熱試験後の引張強さの残存率(4.2mm

¢) cTAlとTA=ま同等の耐熱性があり.UTAlの軟化は極少である｡

Table 2 ResidualTensile Strength of Heat ResIStant A山mimm

Alloy WlreS after Short T‥¶e Heating Test

加熱条件
HAl TAl CTAl UTAl

(%) (%) (%) (%)

230□cxl時間 約70 93～98 92--96 98一---100

260Ucx4時間 糸勺50 84､8了 82へ85 92---〉94
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図4 各種TAl緑の等温軟化曲線(4.2mm¢)1800cでのCTAl右よぴ

TAlは同等の而帽た性を示L,2300cでのUTAlの耐熱性は180缶CでのTA】の耐熱性

に等Lい｡

Fi9･4lsothermalSofte=i=g C=｢VeS Of Heat Resista=t A=+mi-

num Al10y Wi｢es
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圭た1,160mm2UTACSRを1l′硝ミスリー･ブ,リlヒ'めクランプ

ち■ごの什拭■1-1トヒセい二図7の土うち1=川終に指紋し,6,000kgシ〕

･フヒ舶ブJをノ州えて2300〔二加熱1帖Ⅰ=けl汀与f壬,ノ心石上をしゃ桝L

て1if′..l_圭で;て川けるというサイクルを100い-卜くり.;蛙L,そゾ)

;:/,.l.壮∴一に1(机杭才;よび加熱子安グ)･j=1ミ荷巾ノ‾)′変化を朋べた.そ

クり純米.さ⊥･し快[いにも接続た】;のi.1,一地,う盲1も祇杭に舛ノ.㍉=まなく件能

唆化は図5のようであり,′iに線および什拭.打,とも十分耐熱作

があるし､

以卜のよ‾う乙■某紙お.上び上り拙のIrlけ熱-;J-し煉寺.-7リ上より,才､川こ

事に維■1t‖安土ミごミグ)ノ.川二■ホ■にそって糾lけ熱ACSRグ〕J山一川さ川fムIl

性を表6く7)上うにゞノセ7上するニヒができる._,
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図5 各種TAl緑のクリーブ試琶実結果(4_2nlm¢) cTAはよぴTAl

のクリーフ+這は同程度であり,UTAlのクリープ速度は,CTAl右よぴTAlの約1?ミ

て■ある.
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図6 各種ml綬の腐食試験結果(4.2mm¢)

等の良好な耐食1生をもっている｡.

60

名･種TAl緑はHAlと同

Flg.6 Results of Corros=⊃n Test of Heat Resistant Alur¶l11Um

A【10y WけeS

表3 各種耐熱ACSRの構造と性能 電気抵抗耐熱性以外の-舟別望能は,いすれも同Lである

Table 3 CorlSlruCい0n and Properl旧S Of Various Klnds of Heat Res】StarlT ACSR

サ イ ズ lTlrrlご 岩 4･0 610 810 950 ! ‥60 l.5ZO

構 成
Al 本ノ′rTlnl 26･ノ4.5 54･3.8 454.8

7･3.2

84 3.8 84.■ノ4.Z

7■4.2

84ノ′4.8

St 二本′l†1｢†1 7■3,5 7 3.8 了′3.8 7ノ4.8

計 算 断 面 積
Al

S†

r111†1コ

mF¶Z

413､4

67.35

61Z.4

79.38

814.5

56.29

952.6

了9.38

l′163

96.95

l′ち20

126.7

外 径
Al

St

rTl111

nl｢n

28.5

10.5

34.Z

ll.4

38.4

9.6

4I.8

ll.4

46.2

I2.6

52,8

14.4

引 張 荷 重 kg 13.890 18′】50 18.480 23′100 2了′830 36′390

蚕 室 kg///km 】′673 2′320 2′了00 3′271 3′996 5′222

弾 1生 係 数 kgノノr†1｢†12 8.360 7′990 7ノ250 7′430 了′430 7′430

綬 膨 張 係 数 ×10`1′しc 19.0 19.5 20.8 20.5 20.5

0,0269

0.0264

0.OZ58

0.0254

0.0250

20,5

電気抵抗

(DC:20`+C)

導電室(%)

57

58

59

60

6l

エ2
ノ′km

0.0了5l

0.0738

0.072了

0.0715

0.0702

0.050了

0.0498

0.0492

0.0482

0.0474

0.038Z

0.0375

0.D369

0,0363

0.0356

0.0327

0.0321

0.03事5

0.0310

0.0305

0.0205

0,020l

0.O198

0.O195

0.O191
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mll

きC電誓

C･T6,000A/5A

ムよ一 よ

ジャンパ綾(1,160[1m2uTACSR)

T.｢2,500A〆3

1,160mm2し+TACSR(全長約8m)

張力6,000kg

】ご'500'｢
0

スペーサクランフ

(=60mm2用)

図了l′160mm2UTACSR用付属品のヒートサイクル回路図

をUTACSRに接続し,張力付加状態で試験した｡

718

130 卜30

ト‾‾1I500‾ ∵`565‾‾十30■-‾1r

30`1

直線スリープ

引とめクランプおよび直線スリーブ

Flg.了 =eat Cyc■e Test Circしjit of リ60m汀-2UTACSR Co=dし+CtO｢and Acceso｢leS

表4 410mm2CTACSRのl′000時間加熱(180ロC)後の性能変化 加

熱前後の性能変イヒは極少である｡

Table 4 Changesof Propertiesof4】Omm2CTACSR afte｢l′000

rlrS.Heatin9at180Uc

Ⅰ頁 目 電気抵抗(ノ∠乞ヱ.■m) 引張荷重 (kg)

規 格 イ直 7卜41⊥下

68.4

68.2

】3′890以上

加 熱 前 15ノ150

加 熱 後 14′750

3.2.3 より線の電;充容量

ACSRおよび給紙耐熱ACSRの90へ一2300cの市帥l二1グ‾)終f∴い宜

における`.に淡谷も妄二をノjミしたク)が表7である

は次のとよ,l)であるし-,

八～.1‖し:400c

風速:0.5m/s

什射:0.1w/cm2

放射平:0.9

女Il′川亡杭+七:

′;ヰ′.Lこヰくニ61グム
58%

二の去をみる

(ユl黒色′,に満と)

610mm2以卜で1

(ACSR)60%

0よりノヾきい

(CTACSR)

ち-お,i汁印条什

(TACSR,UTACSR)

と410mm2ACSR-610mmZTACSR,610mm2A

CSR→810mm2CTACSR,610Inm2TACSR→1,160mIⅥ2UTAC

SRとそれぞれ′.=に流そ;ち‾とが約2什トヒ乙･一〕ていることがわかるL,

3.2.4 弛(ち)度

山一熱ACS Rはil⊥い､fた.汁空で仙川されるため､Tl-川上≠ナグ)他比

が問題となる｡胸腔を計算するためにはノi一に線の弾仲條数を知

る必一変があるが,二れは詣iん川いこはアルミニウム素練部分グ)

[仁力分抑_がゼロになるため見川､けぃトさくなる｡1,160mm2U

TACSRについての測定結斗さは図8に′j七すとおりである｡つ610

mm2TACSRについてはすでに測㍍純米があるので+祥一二れJっを

仲川し次の条什で地性.汁許を行なうと図9のようになる｡

や休数:2または4ノ†こ/州

騒人他用弓に力:610mm2,6,300kg/本

1,160mm2,8,000kg/小

径‡7り土主:350m

∨■-1

引どめクランプ
370

張力6.000kg

表5 リ60m一口ZUTACSRのヒートサイクル試験後桝生能変化(230

Dcxl時間X100回) 付属品を含めて試琶奏後の性能三引ヒは現われていな

しヽ

Table 5 C｢1a叩eS Of Propert■eS Ofl′柑0-川-12 UTACSR afl(汀

Heat Cycle Tcs†(2300c:<川】00tinleS)

L

品二昌
電 線

引 ど め

項 目

1条件
l

直綿スリーブ
クランプ

引張荷重

(ks二〉

規 格 イ直 27′830 26′440 26.440

加 熱 前 28′500 Z7′800 28′7DO

加,熱 後 29,900 Z9′250 28.650

電気抵抗 加 熱 前 0.OZ63 Z6.2

26.6

19.0

18-0(〝nハ¶) 加 熱 後 0,0265

注:付属品の電気抵抗の制定は.両端の電線を含い.7rrlについて行なっナ:

蓑6 名･種耐熱ACSRの最高イ重用温度 cTACSRはTACSRと同L許

容温度であり,UTACSRはこれより50し■C高い連続使用温度をもつ

Table 6 Maximし+m Permissible Te叩〕eratU｢C(〕f Va｢ioし1S Kl†1(]s

of Heat Resistant ACSR

電 線
l
ACSR TACSR CTACSR luTACSR

i聖 続 90 !50
】

】50 200

短 日寺 間 120 180 180 23D

)主:実際の運用は各電力会社によって多少異なる

け･プ.■..†_性では約2m､ム之il一川.し性では群ノ4mほビ1,160皿m2UTA

CSR(7〕はうが地比がノヾきしゝが､

CSRに対Lて約%にら-る〆)で,

重たもL イ!【あたりリユ三ブJをトJ

‾イく列なノ∴･二は一昨糾される.-.

イ=あたりリJ主‾ノバ土610mIm2TA

紙士汚.さ辻.汁卜は維i耐11Jでぁる′.

にすればUTACSRシ,)他性♂､J

田 結 言

j基ノー‾に維の人裕一≡召二化の付しIrりは,j去ノ■にルーート叫附㍉ミ叫イ＼州一三化才;

よび了巨′.にJ叶のfi】仔毛布一エーミニの叶りこ七とい二十繕いJlき紙さ†心旺さ

ゴLるもグ‾ぅと一虹われる｡わがl_1主lの′払･.`川三j去ノーに純(187-〉500kV)

に仙川される仙熱ACSRグりセヰミ+土f卜々川人してJiり,/｢絶ち
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表7 各種耐熱ACSRの電流容量 uTACSRはTACSRより電流容量が

約25%増加する｡

Table7 Current Capac山es of Various Kinds of Heat

Resista=t ACSR (単位:A)

導電率

(%lACS)

サイズ(rT†m2)

電繚温度(Oc

410 610 810 950 リ60 l′520

57

90

lZO

】5()

180

200

810l′O15 l′205 l′350 l′525 l′800

l.090l.375 l′640 l′850 2.100 2.480

l′300.l′655 l′975 2′240 2,550 3′030

l′4851′890 Z.260 2′575 2.g35 3′495

l′595 2.035 2′440 2′775 3′柑5 3′785

Z30 リ50l:2′240 2′690 3,060 3′495 4.195

58

90

12D

150

180

200

8■5!■′025
l′215 l.360 1′540 l′815

l′095l.390 l′655 l′870 2′120 2′505

l′310】′6了0 l′995 2.260 2′570 3′060

l′500l.905 2′285 2′600 2′960 3′530

l′610;2′055 2.460 2,800 3.195 3.820

230

叩Oi2′260
2′710 3′090 3′530 4′235

59

90
l

820l.030 l.225 l′375 l′560 l′830

120

150

180

200

230

l′105l′395 l′670 】′885 2′川0 2′525

ご:…子呂j:二;…呂
･′620;2′065

2,O10

2′300

2.480

2′280

2.620

2.830

2′600

2′995

3′Z30

3′085

3′555

3′850

l′780:2.275 2′735 3′事20 3′570 4′270

l′845

60

90

120

150

180

200

830

l

ll,040
l′235 l′385 l.570

l′115

l.335

l′4川

l′695

l′685

Z′025

I′908

2.300

2′160

2′620

Z′545

3′105

::喜;…l去二言;≡
2′320

2.500

2′645

2′850

3′020

3′260

3′585

3′880

230 l′795 2′300
l

2′755 3′川5 3′600 4′300

90 835

り20

ll′050
l′245 l′395 l′580 l′860

120

150
61

l.420 l′695 1′920 2′170 2′560

l′340 l.700 2.04■0 2′320 2′630 3.1Z5

180

200

230

】′530 l′945 2′330 2′665 3′030 3′600

l′640 2′095 2′510 Z′875 3.265 3′900

l′800 2′305 2′了70 3′l了0 3,605 4′320

注:l.200cにおける導電率

2･%lACS=l=ter=at■0na■Annea■ed Copper Starldard

人器量送了㌻に繚の標準線柿とLて架空送iE緑としてはむLろ丁に

1州アルミニウムに代わって左前するものと思われる｡この

ような情勢に対応Lて日立ノ芯線株∫℃会社は,これまで述べた

ような各柿TAlの開発および送電線としての実用化を推進し

てきたが,ニれかご)もさらに顧客の要望に応じて研究開発に

努めて行きたい｡

拉後に各種TAl線の開発に際しご指導をいただいた東京電

力株式会社をはじめ各電力会社のかたがたならびに日立電線

株J(会社研究所山路副所長,電力ケーブル部比企野部長以下

関係者各位に対し深く感謝する次節である｡
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